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あらまし：一般的な Web 教材は，紙媒体のテキストのような使い勝手でメモ書きを行い，必要な時にそ
れら学習情報を見直すなど，学習者が個人用にWeb教材を扱うことができない．現状のWeb学習はその
ような一方向的で受け身な学習形態がほとんどである．本研究では，そのような Web 教材のユーザビリ
ティを解決し，学習者の効果的な学習を支援する目的で，学習者が Web 教材に自由にメモ書きを行い，
必要に応じて見直すことのできる学習メモ機能を開発した． 
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1. はじめに 
	
 大学等の教育機関では，Web環境が整備され，多
くの大学の授業でパソコンやインターネット，Web
を活用した授業が実施されている．著者らも，現在

までに授業の中で活用する Web 教育支援システム
を開発して，多くの学習実験(1)(2)を実施してきた． 
	
 しかし，学習者の習熟度レベルや学習経験が多様

化しているために，それらの個々の学習者に対して，

必ずしも満足な学習支援を行うことが出来ていない． 
その 1つに，ある学習者は紙媒体のテキストを用い
た学習に慣れており，学習時に常にメモを取ってい

る．学習実験では，そのような学習者の学習行動を

多く見ることができ，学習メモを取ることでより理

解できることを指摘した．しかしながら，既存の多

くのWeb教材は，紙媒体のテキストのように学習者
が自由にメモ書きを行うことができない． 
	
 紙媒体を利用した学習メモの活用に関しては，コ

ーネル大学が開発したノートテイキングシステム(3)

がある．そのシステムはテキストの個人的な記録方

法だけでなく，知識の再認，集中力の育成など効果

的な学習方略として，世界中の多くの教育機関で実

践されている．また，学習メモは，短時間で内容を

要約して記述する能力と学習内容を理解する力の両

方が必要である(4)と言われる． 
	
 したがって，学習メモに関わる学習履歴情報を有

効に活用することで，教授者は効果的な学習指導を

行うことが出来るものと考えられる． 
	
 本研究では，学習者の学習効率の向上を促進する

目的で Web 教材のユーザビリティを解決する学習
メモ機能を開発した．そして学習メモ機能を用いて

学習者が記録した学習メモ情報は教授者が活用する

ことで，的確な学習指導を行うことのできる学習環

境を構築した．  

 
2. Web教材のユーザビリティについて 
	
 Web教材を利用した学習は，時間と場所の制約が
少なく，個々の学習者が自分のペースで学習するこ

とができる．また，個々の学習者の習熟度レベルに

対応した学習を提供することが可能である．そのよ

うなユーザビリティから大学などの多くの教育機関

では，対面授業の補助・補完としてWeb教材を利用
したブレンド型授業が行われており，効果的な教授

方法として期待されている． 
	
 しかし，既存のWeb教材の多くは学習者が個人用
に自由なメモ書きを行など，紙媒体のテキストのよ

うに Web 教材を扱うことができない．そのため，
Web学習は一方向的で受け身な学習形態がほとんど
である．また，Web学習によって生じる学習履歴は
解答結果や解答時間など計数的な情報に限定される．

その結果，紙媒体のテキストを利用した授業と比べ

て，学習者の内面的な要因まで考慮した学習指導を

教授者が行うことは困難である．特に，ブレンド型

授業では，対面授業外で行われるWeb学習の学習履
歴を教授者が有効に活用し，個々の学習者の学習行

動を分析・把握することで，より効果的な学習指導

ができるものと考えられる． 
 
3. 学習メモ機能について 
	
 そこで本研究では，それらWeb教材のユーザビリ
ティに考慮し，Web教材上へメモ書きを可能にする
学習メモ機能を開発した．それにより，学習者は学

習メモ機能を利用して，Web学習時に自由に学習メ
モを記録することができ，必要な時にそれら学習情

報を見直すことができる．  
	
 本研究で開発した学習メモ機能は，既存のWeb教
材を再利用できるように配慮し，既存のWeb教材を
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包括する独自の HTML構造を開発した．その HTML
構造を図１に示す． 
	
 HTML 構造は既存の Web 教材を構成する教材レ
イヤー，メモ書きを実現するメモ書きレイヤーとし

た．そして，既存のWeb教材を教材レイヤーに読み
込み，メモ書きレイヤーを学習者の操作に応じて

Webブラウザ上で動的に構築することで既存のWeb
教材を改変することなく学習メモ機能を実現した．  

	
  
 
	
 学習メモ機能を利用したメモ書きは，図２の左上

部に示すメモ書き機能群のアイコンを選択すること

で行うことができる．メモ書きアイコン選択するこ

とで，学習メモ機能ではWebブラウザ上で動的にメ
モ書きレイヤーを構築し，教材レイヤーの上に表示

する．それにより，学習者は図２の右上部に示すよ

うにメモ書きレイヤーに対してメモ書きを行う．そ

して，メモ書きを終えると学習メモ機能では，教材

レイヤーとメモ書きレイヤーの深度を入れ替えるこ

とで通常学習に戻ることができる． 
 

 
	
  
	
 そして，学習者が行ったメモ書きは，保存のアイ

コンをクリックすることで，個々の学習者用 DB に
保管した．それにより，学習者が必要に応じて過去

の学習メモを見直す際に，それら学習者専用 DB を
元に学習メモ情報を再現することができる．また，

それら学習メモ情報は，教授者が学習者と同様に確

認できるようにした．その結果，教授者は必要に応

じて学習者が対面授業外で行う学習行動を分析・把

握することが可能となった． 
 
4. 学習メモ機能の活用 
	
 学習メモを書くためには，文字の大きさや色，紙

の余白の利用も工夫するといったノートテイキング

技術が必要であり，書く学習者の学習方略・習熟度

レベルによっても記述の仕方は異なる． 
	
 本研究では，学習者が学習メモ機能を活用するこ

とで紙媒体のテキストのようなユーザビリティを

Web教材に実現した．過去の実験授業は，そのよう
な記述方略や記述内容にもとづき，学習者の習熟度

レベルや内面的な要因まで考慮した学習指導を実施

している． 
	
 そこでは学習メモの質的，解答結果などの計数的

な学習履歴情報を教授者が活用することで，学習者

の学習状況や学習意欲などがより的確に判断でき，

適切な学習指導を行えている．さらに教授者による

的確なアドバイスというコミュニケーションにより，

学習者と良好な関係を構築できたとの報告が得られ

ている．	
  
 
5. まとめ 
	
 本研究では，既存のWeb教材のユーザビリティに
考慮して，Web教材において紙媒体のテキストのよ
うなユーザビリティを実現する学習メモ機能を開発

した．そして学習メモ機能を利用して記録した学習

メモ情報は学習者と教授者とで共有することで，教

授者が的確な学習指導ができる学習環境を構築した．

それにより，学習者主体の快適な学習環境を持続さ

せることができたものと考える． 
	
 今後は，多様な習熟度レベルの学習者同士が混在

した中で効果的な学びが可能な学習環境を提案した

い． 
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